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第 3 章では使用した実験装置と実験方法について示している。光ファイパにより伝送された 2 つの連続励起ビーム















第 6 章では 2 つの連続励起ビームと 1 つのパルス励起ビームによる 3 ビームを合成した溶接結果について示してい
る。 10mmt の SUS304試験片を溶接速度 5mm/s で貫通溶接できることを示し、第 5 章で述べた 2 ビームの合成で得
られた知見をもとに、溶接条件の適性化を図れることを確認している。これにより、さらに多ビーム合成した場合を
推測するための知見を得ている。



















(4) 2 つの連続励起ビームと 1 つのパルス励起ビームによる 3 ビームを合成した溶接結果については、 10mmt の
SUS304試験片を溶接速度 5mm/s で貫通溶接できることを示し、これまでの 2 ビームの合成で得られた知見をもと
に、溶接条件の適性化を図れることを確認している。これにより、さらに多ビーム合成した場合を推測するための知
見を得ている。
(5)以上で得られた知見を総合して、レーザビーム合成の効果を示し、その法則性を明らかにしている。
以上のように、本論文は、複数の集光 YAG レーザビームにより被加工材の溶込み深さ増大を図るために必要な多く
の事実を明らかにしており、接合科学に新しい知見を与えるものとして生産科学に寄与するところが大きしユ。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
